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Le Voyeurー 特に、物語の中の
空白をめぐって一
奥 純
Le Voyeur (1955)0は， AlainRobbe-Grilletの第二作目の小説である。
この作品ほ，デヴュー作 Lesgommes (1953)2)と，初期の代表作となった
第三作 Lajalousie3) (1957)との間にあって，手法的に不統ーで，矛盾の
多い，一種習作的な雰囲気の濃い作品である。登場人物の人間的存在感の
希薄さ，物語の時間的空間的錯綜，大なり小なり変化を伴った同種の場面
の覆瓦状配列，イマージュの形態的連鎖など， Robbe-Grilletの後の諸作
品に見られるさまざまな小説技法が，すでにこの作品に使用されてほいる
が，一方，主人公ほ Mathiasと名付けられて三人称で登場し， 作品の冒
頭で，舞台となる孤島に到着し，作品の終りで，その島を去ってゆく。つ
まり，客観的に統一のとれた形で物語を提示しようという意志がまだ感じ
られるのであり，この作品は，一つのヌーヴォーロマンをめざしながらも，
いわゆる伝統的小説から脱し切れない部分を内包しているのだ，と言える
ようである。
さて，この作品の中にほ，大変人目をひく一つの仕掛けが存在する。そ
れほ，小説の Iの部分4)の終り，つまり88頁にあたるところにある空白の
一頁である。ただ，この空白の頁そのものほ， B.Morrissetteが述べてい
1) Alain Robbe-Grillet, Le voyeur, Les姐itionsde minuit, 1955. 
2) Alain Robbe-Grillet, Les gommes, Les editions de minuit, 1953. 
3) Alain Robbe-Grillet, La jalousie, Les editions de minuit, 1957. 
4) 作品は, l,II,IlI, の3つの部分から成立している。ただ．これは．われわれ
が普通にいう， 「章分け」という言葉には，何かそぐわないように思われるので，
本論中で，ことさら， I章， I章，という言い方をさけてみた。
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るように叫印刷や製本の都合で偶然生じたものかもしれないのであるが，
ともかく，物語の中の空白が，まさにその頁のある所に位置していること
ほ間違いがない。おそらく，主人公 Mathiasがおこなったと思われる，
島の娘 Jacqueline殺害の場面が，そこで描かれず， プランクになってい
るのである叫
物語の中のこの空白ほ，すでに何人もの批評家たちによって指摘された
ものである。ところが， B.Morrissetteは，その空白の存在を指摘し，そ
こに描かれるべき場面の若干を再構成するにとどまっているように見え7), 
又， OlgaBernalは，空白，すなわち欠落ないし虚無といった哲学的問題
の論議に終始し8), この空白の一層具体的な設定目的や機能について，ぁ
まり明確な論を立てていないように，われわれにほ思われる。
この空白の設定ほ，ともすれば，作品を安っぼい推理小説に貶める危険
を学んだ，かなり無理な構成であるが，作品がその空白を中心にして構成
されている以上，充分に検討する必要のある問題と思われる。そこで，こ
の空白設定の意味を考え，そうすることを通じて，この作品を書いた作者
の一つの意図を探ることが，本論の目的である。
I. 空白と殺人事件
まず，作品の簡単な紹介も兼ねて，この空白の部分の手短かな検証を行
うことから，はじめなければならない。
5) Bruce Morrissette, Les romans de Rohhe-Grillet, 
Les editions de minuit, 1963, p. p. 90~91. 
6) 浜田 明氏や ErwanRaultは，物語の時間的推移を詳しくまとめている。両者
の掲げた時間割には，多少のずれはあるけれども，この空白は，午前11時半ごろ
から午後0時半ごろまでの. 1時間たらずの間にある．とされている。
o浜田 明．「ロプ＝グリエの小説美学」，牧神社,1978, p. 218. 
oErwan Rault. Theorie et experience romanesque chez Rohhe-Grillet, 
La pensee universelle, 1975, p. p. 109~117. 
7) Bruce Morrissette, op. cit., 第三章(Mathiasou l'ceil dedouble: Le voyeur 
(1955)). 
8) Olga Bernal, Al血 Rohhe-Grillet——le roman de l'absence――, 
Gallimard, 1964, 特に，第二部，第一章．
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小説ほ，時計の行商人 Mathiasが，商売を目的として，船で島に到着
するところから始まる。船を降りた彼は，自転車を借りるために，港町の
広場にあるカフェ兼煙草屋へ行く。ところが，自転車はすぐには借りられ
ず，彼は，待ち時間を利用して付近のカフェや雑貨店などにセールスにま
わる。やっと自転車を手に入れた彼は，時計の行商に出発し，島をまわる
くだん
手始めに，通り道にある Leducの家（この家の末娘が件の Jacquelineで
ある。）を訪れ， さらに， 道端の二軒の家を訪れる。しかし，結局，時計
ほ売れず，次の目標たる Marekの農場へ行くために，彼ほ自転車を漕い
でゆく，というところで，作品の Iの部分は終っている。
問題の空白に至るまでの物語の要約は以上のようなものであるが，実際
上，このような Mathiasの地理的行動の軌跡にはあまり意味はなく，む
しろ，その間に挟み込まれた，彼が見たり，思い出したり，空想したりす
る，現実か非現実か区別もつかないような記述にこそ，興味深い多くの意
味があるようである。ところで，そのような記述を検討する前に，作品の
視点に関わる構成について少し述べる必要がある。
B. Morrissetteが指摘しているように叫この作品は，主人公Mathias
と作者 Robbe-Grilletの二つの視点によって，構成されている。しかし，
それにしても，作品は牲とんど全部， Mathiasの意識に投影した世界，っ
まり，彼の内的映像の記述であると思われる。それなのに，作者の視点が
多々介入しているのほ，おそらく，当時の Robbe-Grilletの手法開拓の未
熟さに起因すると思われるのである。要するに，もともと三人称で物語を
構成したことが問題であり，そのために， 徹底して視点を Mathiasに固
定し得ず，例えば状況設定に際して，作者の視点が介入せざるを得なくな
っているのである。そこで，この視点の二重構成についてほ， B. Morris-
sett~ が述べているように10), まず作者が世界を提示するが，ただちに Ma-
thiasが， その中から自分の性向に応じた何かを選び取り， 与えられた世
9) Bruce Morrissette, op. cit., p. 85. 10) Ibid., p. 87. 
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界を自由に変化させている，と解釈するのが妥当であるう。かくして，現
在も未来も過去も，現実も非現実も，ほとんど同等の現前性をもって記され
るMathiasの内的映像の記録を読むことによって，われわれは,Mathias 
．．．．． 
の意識を直接のぞき見ることになるわけである。
さて， そのようにして読みとることのできる Mathiasの精神状態ほ，
大きく次の二つの観念によって占められている。すなわち，島の中での行
商に対する期待と不安，そして．変質者的願望である。 Mathiasはもとも
と，商売がうまく行かなくなって，なんとか起死回生を計るべく島にやっ
てきたのであり，夕方の船が出る時間までに，なんと89個もの時計を売り
さばきたいという，甘いけれども切実なねがいをもっている。テキストの35
頁から42頁にかけてある，一連の想像上のセールスの場面11)は,Mathias 
の商売上のあせりが読みとれる最大規模の記述の例であろう。しかし，彼
の変質者的性格が読みとれるさまざまな記述が一層頻出し．それがわれわ
れに強い印象を与えるのである。
こわ
Mathias氏島に到着した時，船の上で，腰の窪みに両手をまわし．強
ばった脚を少し開き，頭を柱にもたせかけている少女を眺める 12)。そして，
甲板に落ちている紐を拾った彼は，子供の頃．よく紐を集めたことを思い
出す13)。これらのイマージュに，岸壁に付けられた鉄の還によってできた
8の字形の窪みのイマージュ14)なども加わって，何か緊縛といったサディ
スティックでエロチックな零囲気が読みとれる。また，彼ほ，自分の爪が
そんな風に切ったこともないのに．おそるしく尖っていることに気付き15)•
11) この部分は， Mathiasが，ある想像上の家にセールスにまわる場面の．その都
度変化を伴ったくり返しから成立している。われわれは， それら一連の記述の
変化，矛盾の中に， 主人公の心的内容を読みとることができるのである。従っ
て，この部分は，内的映像を描く技法の顕著な例として，技法面から， この小
説で最も重要な部分の一つである。 B.Morrissetteがop.cit., p. p. 92~93に
おいて，詳細に分析している。
12) Le voyeur, p. 10, p. p. 22~23など。 13) Ibid., p. p. 9~10, p. 23, など。
14) Ibid., p. 17, p. 21など。 15) Ibid., p. 1. 
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自転車を借りに行った煙草屋の前で．彼は．丈の高い男が若い女を凌辱し
ている映画のポスターを眺める 16)。彼のポケットには，暴行殺人事件を報
ずる新聞の切り抜きが入っており”八自転車が準備できるのを待っ間に立
ち寄ったカフェで，彼は，大男の主人と，おずおずと脅えたようなウェイ
トレスに出会いJ8入さらに，島に来たその日の朝，船に乗るべく港に向い
つつあった Mathiasは，道路から建物の窓ごしに， サディスティックな
光景を見，かつうめき声を耳にするのである19)0 
Mathiasほ，以上のような場面をただ目撃するにとどまらず，それらを
もとに，しばしばサディスティックな場面を想像する20)。作品の Iの部分
の終り近くで， Leduc家を訪れた彼は，その家の娘 Jacquelineの写真を
見て，そこに船の上で見かけた少女や紐のイマージュなどを混ぜあわせ，
次のような妄想を抱くのである。 (Mathiasは， Jacquelineを彼女の本名
では呼ばず， violという語を含む violetteという，自分で勝手に考え出し
た名で呼んでいる。）
Violette (…) se tenait adossee au tronc rectiligne d'un pin, la tete 
appuyee contre l'ecorce, les jambes raidies et legerement ecartees, 
les bras ramenees en arriere. Sa posture, (…）, pouvait laisser croire 
qu'on l'avait attachee a l'arbre.21) 
Violette avait les jambes ouvertes (…） . On ne distingue pas la 
cordelette les maintenant clans cette position,(...). Les avant-bras sont 
lies ensemble clans le dos (…） _2) 
その時，実際上，当の Jacquelineほ， 道から離れた断崖の上で羊の番
をしているのであり，一方， Leducの家を出た後， Marekの農場へ行く
ために十字路のところまでやってきた Mathiasほ，農場へほ向わず， そ
16) Ibid., p. 45. 17) Ibid., p. p. 75~76. 
18) Ibid., p. 56. 19) Ibid., p. 28. 
20) 次に例挙するもの以外にも， Ibid.,p. 68, p. 75, p. 77, など。
21) Ibid., p. 83. 22) Ibid., p. 84. 
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の断崖の方へと進んで行くのである。そして，空白の頁によって Iの部分
は終る。
Iの部分が始まるのも，やはりその十字路のところからである。この部
分での Mathiasの地理的足跡の簡単な要約ほ次のごとくである。十字路
のあたりで， 放心したように立っていた Mathiasほ， Marek家の老婆
に出会い，長々と話し込む。この老婆に時計を一つ売って別れた彼ほ，道
端にある家でも時計をもう一つ売り，燈台の近くの村まで行って，そこの
カフェに入る。そのカフェで，彼の目の前に， 自称 Mathiasの古い友人
Jean Robin (Pierreとも呼ばれる）という男が現れ， その男に誘われる
ままに Mathiasはその男の住居に案内され， そこで食事をする。 Robin
の家を辞した彼は，再び行商を始めるが，そうこうするうちに，船の出る
時間がせまってき，あわてて港へ向って自転車を漕ぎ始める。だが，運の
悪いことに，途中で自転車が故障し，彼は，ついに船に乗り遅れてしまい，
次に船が来るまで，さらにもう数日，島に滞在することを余儀なくされる
のである。
この部分において，今，問題にするべきものほ，十字路のところでおこ
なわれる Mathiasと Marek老婆の立話の間に挟まれた，現実とも非現
実ともつかないさまざまな記述である。
立話の場面ほ23), 延々，テキストの13頁にわたって続くが， その間に，
Mathiasの朝からその時までの活動の要約が， そのつど若干の変化をみ
せながら，何度もくり返される。そしてそれは， Mathiasが崖へと向っ
て行き，再び十字路のところに戻って来るまでに費された空白の時間を埋
めるための，アリバイエ作として理解されるのである。
Mathiasが， 放心したように十字路に立っていて， 向うから老婆がや
って来るのに気付いた時，彼の朝からの活動の要約のなかに，その十字路
のあたりで自転車の変速装置が故障したことが付け加えられる24)。このよ
23) Ibid., p. p. 91~103. 24) Ibid., p. p. 93~94. 
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うな事故ほ，そんな道端で低・んやりと立っているという彼自身の奇妙な態
度の理由を，その老婆に対して，説明し得るものである。また， Mathias 
が老婆から，今ほ Marekの家が留守であるということを聞き出したとた
ん，彼の活動の要約に， Marek家訪問の場面がつけ加えられることにな
る25)。つまり， Mathiasほ，その家を訪問したけれど誰も居なかったと
いう虚偽の活動をでっちあげる事によって，おそらく彼が断崖の上に居た，
作品の Iの部分と Iの部分の間にある空白の時間を，埋め合わせようとす
るのである。
このように， Mathiasほ， アリバイエ作のために， 架空の時間割をつ
くって，それを世間におしつけようとするわけであり，つまり，彼は，ま
さに時計の行商人なのである。ところが，彼のアリバイほ，もちろん現実
にとって変れるほど完全なものであるほずがなく，主に作品の皿の部分で，
犯行現場の目撃者らしき人物が現われるなどして，何度も現実の側からの
攻撃を受け，急地に陥った彼の思考は，そのつど乱れに乱れることとなる
が，その詳細ほ，今ほ割愛する。ともあれ，島の人々は，各人の都合でし
か活動したり考えたりせず，彼の時計についてと同じように，彼のアリバ
ィエ作にも冷淡かつ無関心で， Mathias の思惑ほ一人で空まわりを続け
たままで，彼ほ島を去って行くことになる。
以上，少々端折って述べたが， 要するに， Mathiasほ， 変質者的性格
を持っており， Jacqueline の写真やその他色々な女性に対してサディス
ティックな妄想を抱き， Jacquelineが居る崖へと向って行き，彼が崖の
上に居た間の時間を架空の活動で満たそうとし，さらに，特に作品の後半．． 
で，彼ほ， Violetteの殺害の場面を， 何度も思い描く。従って， 問題の
空白の中に， Mathiasによる Jacqueline殺害の場面が位置すべきことは，
ほとんど間違いなのである。
I. Mathiasと空白
ほとんど間違いないけれども，誰も断定できない。というのも，作品は，
25) Ibid., p. 96. 
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Mathiasの内的映像の記録であり， 言い換えれば， 彼の自供のくりかえ
しでしかないからである。つまり，空白のあるその場所に， Robbe-Grillet
の視点によって客緞的に描かれた犯行場面がない限り， Mathiasの犯行ほ. . . .. . . 
どうしても推定の域を出ず，また，彼自身も永久に疑がわしき人物にとど
まらざるを得ない。従って，この空白ほ，客観的に述べられた犯行場面の
欠如であり，現実の欠落であると考えられる。
ところで，われわれは今，実際の犯罪でほなく小説を問題にしているの
だから．そこまで厳密に考える必要はない，という考え方もあろう。とこ
ろが．実際， Mathiasの自供ほ，彼の意識構造が原因となって，はなほだ
しく信憑性に欠けるのである。そこで，本章においてほ， Mathiasの現実
認識の構造を調べてみたいと思うが，そうすれば，それと，現実の欠落と
しての空白の設定との間に，一つの重要な対応関係が見出されるだろう。
Mathiasほ，常に想像力を駆使する人間であり，すでに本論の I章で見
たように，現実世界の中から自分の性向にあった要素を選び出し，そのよ
うなイマージュを結びつけて，夢幻の世界を抱き続ける。従って，彼の認
識活動には．現実から想像の世界へと流れる運動が認められるわけだが，
一方，逆に，想像の世界から現実への流れも，同時に存在する。
例えば，作品のIの部分で,Mathiasほ燈台の近くのカフェに入るが，
そのカフェほ，彼が以前港町で入ったことのある，脅えたようなウェイト
レスと大男の主人のいるカフェと同じょうな雰囲気を持っている。
La disposition interieure etait la m~me que dans tous les etablis-
sements de ce genre, (…） . La file qui servait, derriere le bar, avait 
un visage peureux et des manieres mal assurees de chien mal assu-
rees de chien mal assurees de fl.Ile (…） .26) 
また，作品のIlの部分で，船に乗り遅れてしまった Mathiasほ，一軒の
宿に泊まることになるが，その宿の部屋は，彼の幼年時代の思い出の中に
出てくる部屋と同じようなものである。
26) Ibid., p. 106. 
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La fenetre qui prenait jour dessus avait un metre de large et a 
peine un peu plus de hauteur (…） . Comme ele etait, (…)，profonde-
ment enfoncee dans l'epaisseur du mur, la piece assez vaste (…）， 
restait partiquement dans l'obscurite. Seule la petite table massive, 
encastree dans !'embrasure, recevait une lumiere suffisante pour que 
l'on puisse y ecrire (…） . C'est dans cette derniere armoire, (…）， 
que se trouvait, a l'etagere inferieure, dans le coin droit, la boite a 
chaussure oil. il rangeait sa collection de ficeles et de cordelettes.2n 
このような場合，明らかに， Mathiasの想像の世界の方が，逆に現実を
浸してしまっているわけである。だが．例挙した二例も含めて多くの場合，
彼の頭脳にほ，一部覚醒したところがあって，次第に現実の風景の方がカ
を持ちほじめ，カフェの場景も，部屋の内部の様子も，少しはそれなりの
固有性を回復することになる。従ってわれわれは． こういった記述を，
Mathiasの幻覚の記述として理解し得るわけである。
ところが．いつもそうとほかぎらない。想像力の世界の方がもっと力強
く，現実がいつまでたっても没とんど顔を出さず，かえって，想像力の世
界が一種の現実と化してしまう場合がある。 Mathiasの古い友人と称して．
彼を自分の家へと案内する JeanRobinという男の，その名前そのものが．
そういう場合の格好の例である。
Jean Robinという名前は，もともと， Mathiasが勝手につくり出した
架空の名前である。作品の Iの部分で， Mathiasは，商売相手の身内の一
人との人間関係を．なるだけあたりさわりのないように，適当にでっちあ
げ．相手を信用させるとともに．そういう虚偽の世間話を使って商談の糸
ロをつかもうと企てる28)。彼は．港町のカフェで酒を飲んでいる時，ちょ
うどうまい具合に，ふとしたことから．そのカフェの主人の名がRobinで
あることを知ることになるのである。そこで．思惑どうり，彼ほ， その
Robinという姓の上に, Jeanというありきたりな名前をくつつけて架空
27) Ibid., p. p. 173~174. 28) Ibid., p. p. 32~33. 
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の名前をつくり出し，カフェの主人に，自分は幼ない頃 JeanRobinとい
う名の男を知っていた，と話しはじめる29)。結局この場合，あまり話がほ
ずまず，商売も成立せずに終ってしまうが，さて，作品のIの部分で，燈
くだん
台付近のカフェに入った Mathiasの前に，彼の友人と称する件の人物が
現れることになる30)。そして，この男に連れられて彼の家までやってきた
Mathiasほ，その家の扉に，所有者の名前として，なんと JeanRobinと
書かれているのを認めるのである31)。
だから， JeanRobinという名前が架空のものである限り， 非常に稀な
偶然の一致の場合をのぞいて，現実上，扉にそういう名前が書かれている
ほずがない。この場合，扉にはおそらく別の名前が書かれてあったのだが，
Mathiasの想像力の方が現実をおおい隠してしまって，彼には， そこに
あたかも JeanRobinと書かれているように見えたのだ，と考えるのが妥
当であろう。ただ，扉に JeanRabinと書かれていたのほ，このように客
観的に見れば Mathiasの妄想であるが，しかし，彼自身にとってほ， も
ほや一種の現実であり，従って，扉の名前を見る場面は簡単ではあるが明
晰に記され，また，先に挙げた部屋の場面のように，扉に書かれた現実の
名前が浮び上ってくることもない。後で Mathiasほ，この男の妻らしき
女が，この男のことを Pierreと呼ぶのを聞くことになる32)が，当然，そ
れがこの男の本名であることも，同様に疑わしい。
港町の広場のカフェ兼煙草屋の前に， Mathiasの活動の進展に伴って貼
り変えられるポスターがある。これほ， Robbe-Grill etが後の諸作品にお
いて，もっと発展させた形で多用することになる技法の一つであるが，同
じ問題の例としても挙げ得るだろう。作品の Iの部分で， Mathiasが，サ
ディスティックな妄想を抱きながら，港町を初循する時，そこにほ，大男
が下着姿の女を凌辱する場面を描いたポスクーが貼られており 33), また，
Mathiasが船に乗り遅れ， さらに数日間， 島で過ごさなければならなく
29) Ibid., p. 61. 30) Ibid., p. p. 127~128. 31) Ibid., p. 134. 
32) Ibid., p. p. 180~181. 33) Ibid., p. 45. 
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なり，再び広場に戻って来た時．そこには {MonsieurX sur le double 
circuit}と題された映画のポスクーが貼られているのであるゅ。このポス
クーも，おそらく，現実に貼られているポスクーとは別のものなのだるう。
さらに，作品のIの部分の始めで， Mathiasはアリバイエ作のために，
自転車が故障した事実をでっちあげるが，実際，後に，自転車が故障して
しまうことなどを考えれば，このような想像力の世界の現実化という問題
ほ，ストーリーの上にも反映していると言えるかもしれない。
以上のように， Mathiasは現実を材料として想像力の世界をつくりあげ
るが，一方，彼は自分の想像力をそのつど重ねあわせてしか現実を認識す
ることができない。彼の現実認識のこのような様相を過度に重視すると，
J.Alterが否定的な匂いとともに紹介しているような， JulienMarek犯人
説や， Jacqueline事故死説85)が出てくることになる。つまり，問題の空
白の部分の中で， Mathiasが実際に見たのは Julien86>による Jacqueline
殺害の場面や，あるいほ， Jacquelineが足をすべらせて崖から落ちる場面
なのであるが，彼は，想像によって，それを彼自身による Jacqueline殺
害の場面に変容させていて，そういう架空の場面が彼にとって，第二の現
実になっている，と読むわけである。
うそつ合
確かに，作品ほ一種の虚言症の男の物語である。がしかし，精神分裂症
のような病的なものであったり，また，アリバイエ作といった意識的かつ
うそつ色
犯罪的な，特殊な場合の虚言症の物語というよりも，むしろ，現実認識と
いうものについて，われわれがかならずやそうならざるを得ない。いわば，
もっと普遍的一般的な虚言症の物語であると思われるので，何もそこまで
無理な読み方をする必要はない。
やほり，空白の部分の中で， Mathiasは Jacquelineを殺害したと考え
34) Ibid., p. 167. 
35) Jean Alter, La vision du monde d'Alain Robbe-Grillet, Droz, 1966, p. 26. 
36) この少年は， Marek家の息子であり, Mathiasの犯行の目撃者のように思わ
れる人物である。彼は，事件当時，件の崖の上に居たように見え， Marekの家
族からは，彼が犯人であるように思われている。
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るのが妥当である。だが，客蜆的に仔細な現実として，それがどのように
行なわれたのか，ということになると，おそらく Mathias自身ですら知
らないと思われる。というのも，彼ほ，それまで抱き続けていた妄想を実
現させようとして犯行におよんだのだから，もともと，どこまでが妄想で
どこまでが現実か，明確な境界を自覚し難いはずであり，さらに，犯行当
時，自分の犯行場面を，部分的にでも冷静かつ客観的に知り得たとしても，
彼は以後，その現実の場面を，想像を重ねてどんどん変容させてゆき，ぁ
る時間が経過した後で，彼が現実だと思っている場面は，現実の場面とほ
およそ別のものになっている，と思われるのだからである。
つまり， Mathiasほ，現実そのものを永久に捉えることができないので
ある。現実ほ，彼がそのつど現実だと思っている可変的な第二の現実の向
うに，永久にあり続ける。従って，彼にとってほ，唯一無二の現実など存
在せず，現実の殺人場面が描かれるべき部分ほ空白となっているのである。
これが，空白設定の，一つの重要な意味であり目的であると思われる。
しかし，それだけではない。というのも，そうなら，その空白のかわりに，
現実か非現実かわからないようなやり方で描かれた殺人場面があっても，
別にかまわないと思われるからである。この空白は，より一層，読者を意
識したものである。
II. 読者と空白
現実的で客観的な Mathiasの犯行場面が記されていないことに気付い
た時，われわれほ，本能的に，彼の犯行の真偽について考え，現実を探究
してしまうことになる。そのために，われわれは，彼の内的映像の記録を
仔細に検討するわけであるから，この空白ほ，われわれを Mathiasの精
神の内部へと導く穴であるとも言えよう。
ところで，現実を探究しようとするわれわれが，おこなわざるを得ない
活動とほすなわち，彼の内的映像の断片を手がかりとして，なるべくしか
るべき場面に近い場面を再構成することである。つまり，われわれも，
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Mathiasと同じょうに，虚構を再構成して，一種の現実をつくり出すよう
にし向けられるわけである。このような現実の探究は，永久に不可能であ. . . . .
り，また別の言い方をすれば，いくらでも可能である。つまり，絶対にそ
うであってそれ以外にないといった，客観的で確固とした場面を想定しよ
うとしても無理であるが，われわれ読者が，少なくともある一定の時間，
自分なりに納得できる場面をなら，いくらでも生き生きとした場面を想定
できるのである。
殺人場面の大体の様子は，作品JIの部分以後に何度も出てくる，犯行現
場と思われる崖の上の場景の， Mathiasによる回想らしき記述から，察し
がつく。
Que serait-il ale faire sur ce sentier incommode et depourvu de 
maisons, qui ne menait a rien ? ―excepte a lamer, a des rechers 
abrupts, une etroite depression abritee du vent et cinq moutons 
broutant au piquet, sous la surveillance superflue d'une enfant de 
treize ans. (…） . Violette attendait au soleil, dans l'herbe, a moitie 
assise, a moitie a genoux, les jambes repliees sous ele, le reste du 
corps dresse et legerement tordu vers le cote droit, dans une attitude 
un peu forcee. La cheville droite et le pied s'ecartaient du haut de 
la cuisse; (..). Les bras etaient releves, coudes en !'air et mains 
ramenees vers la nuque (…） .an 
このような記述から， Mathiasが Jacquelineに接近して行った時の彼女
の様子が想像できるわけだが，彼女に対する暴行の場面ほ， Mathiasが，
証拠物件となり得る自分の吸った煙草の吸殻を回収するために，崖の上へ
戻ってきた時，そこで，羊飼いの娘が倒れ，口に下着を詰め込まれて体を
ょじっている幻覚を見る場面などから想像される。この暴行場面は，作品
の終り近くで，非常に詳しく描かれることになる。
La main est petite, le poignet presque trop fin. La cordelette avait 
37) Le voyeur, p. p. 121~122. 
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marque profondement les deux poignets de traces rouges. Elle n'etait 
pas tres serree pourtant. La penetration dans les chairs devait~tre 
due aux efforts inutiles faits pour se liberer. I falait aussi lui 
immobiliser les chevilles — non pas l'une contre l'autre, ce qui 
aurait ete facile―mais les fixer chacune au sol en les tenant 
ecartees d'un metre environ. (…） . Ele, (…）， se tenait bien sage 
d蕊ormais,les mains cachees derriere le dos - sous ele, au creux 
de la taile―les jambes allongees et ouvertes, la bouche distendue 
par le b針lon.38>
また，その間に行なわれるべき， Mathiasの付随的な行動も，作品中の
さまざまな場面から，再構成することができる。浜田 明氏ほ， Mathias
が，犯行の目撃者であるらしい Julienにボンボンを勧める場面39)から，
彼が Jacquelineに同じようにボンボンを勧めて話の糸口をつかむ場面を
再構成し，さらに， MathiasがJeanRobinの妻に時計を一つ贈呈する場
面40)から，彼が Jacquelineに時計を見せて，彼女の気をひく場面を再構
成している。また氏ほ，暴行場面そのものに関しても， Mathiasの爪や蟹
の描写と，彼が煙草の火を押しつけて新聞の切り抜きを焼く場面41)から，
もっと凄惨な拷問の場面を再構成しているのである42)。そして，最後に，
Jacquelineを海につき落した Mathiasが，犯行をしめくくる行動として，
次のような記述が挙げられるだろう。
Tout a coup Mathias aperc;ut, un peu sur la droite, un morceau 
d'etoffe (…）一unepiece de tricot en laine grise qui pendait a une 
sailie de la paroi, (..). C'etait, a n'en pas douter, le paletot de laine 
grise que portait Violette(...). Mathias etait certain, (..), de l'avoir 
jete avec le reste, en controlant la chute piece a piece, pour s'assurer 
38) Ibid., p. p. 245~246. 39) Ibid., p. 210. 
40) Ibid., p. p. 151~153. 41) Ibid., p. p. 236~237. 
42) 浜田明， op.cit., p. p. 239~244. 
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precisement que rien ne demeurait suspendu a mi-chemin.43> 
このように，かなり首尾一貫した犯行場面を再構成することができるの
だが，それでも，これで，とうとう空白が埋められたと考えるのは．いさ
さか早計というものであろう。というのも，暴行場面の記述は，作品の冒
頭から始まる少女や紐などのイマージュの展開の一環として存在し，また，
付随的な活動ほ， Mathiasの犯行とは別の活動の記述からの類堆にすぎな
いのだからである。
要するに，作品内のさまざまなイマージュや場面が，空白によって喚起
されたわれわれの想像力の光を浴びて，このように．きらきらと輝きはじ
めるわけである。実際，現実上のMathiasの犯行ほ，もっと手の込んだも
のかもしれないし，また逆に，こんな手の込んだものでないかもしれない。
いずれにせよ，われわれもまた,Mathiasと同じように，諸々のイマージ
ュや場面を寄せ集めることによって，常に仮定的で可変的な現実を作り出
すように．し向けられるのである。従って，この空白は埋めることのでき
るものではなく，埋めようとすればする怯ど，どんどん拡大し，ついには．
作品の大部分を占拠してしまう空白である。つまり， Mathiasと同じよう
な，想像力の展開の一種きわどいアヴァンチュールの中に読者を導くこと，
それが， Robbe-Grilletが問題の空白を設定した一番重要な目的である．
と思われるのである。
結論
以上，われわれほ，作品のテーマを探りつつ，空白について考えてきた。
まず．この空白は現実の欠落であり，それは， Mathiasの現実認識の構造
に厳密に対応している。そして，その空白によって，われわれも， Mathias
と相似の認識活動を行うことになる。つまり,Mathiasは本当に犯罪を行
なったのか．あるいほ，一体どのように行なったのかと考える，まさにそ
う考え始めること自体によって，われわれほ，本来可変的なものでしかな
43) Le voyeur, p. 205. 
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い現実を創り出すことを余儀なくされる。 Mathiasが本質的にうそつきで. .. .
あることはIl章で述べたが，われわれもまた，うそつきにされるわけであ. .. . 
る。うそつきと言うよりも，Gide風に「贋金つかい」と言う方が良いかも
しれない。
後に Robbe-Grilletほ， Projetpour une r釦olutiona New Yor砂の作
品構成について，くlatheorie des themes generateurs}という手法を紹介
することになる。
Ce sont en efet, desormais, les themes du roman eux-m~mes 
(objets, evenements, mots, mouvements formels, etc.) qui devien-
nent les elements de base engendrant toute l'architecture du recit et 
jusqu'aux aventures qui s'y deroulent, selon un mode de developpe-
ment comparable a ceux que mettent en ceuvre la musique serielle 
ou les arts plastiques modernes.45> 
そして．実際,La maison de rendeかvous,46'やPourune r命olutio心 New
Yorkなどの作品ほ，作品全体が， イマージュやさまざまの場面の結びつ
きの万華鏡のような展開の中に成立している47)。
この Levoyeurにおいても，例えば， Mathiasのサディスティックな妄
想の記述などにおいて，同じょうな手法が見られるが，まだ，作品全体を
一種のモビール状の構造にしてしまうまでにほ至っていない。そして，空
白を設定したことによって，われわれ読者の想像力の中で，作品ほかなり
の程度，モビール構造を持つことになるわけであるが．また逆に言えば．
44) A. Robbe-Grillet, Projet pour une 1如olutiona New York. 
Les editions de minuit, 1970. 
45) 前掲書にはさみ込まれた， Lenouvel observateur, 1970, 26 juin号の抜刷。
46) A. Robbe-Grillet, La maison de rendez-vous, 
Les editions de minuit, 1965. 
47) 拙論，「Lamaison de rendez-vousについて」
関西大学仏文学会発行．「仏語•仏文学」第10号, 1980年2月，参照。
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そのようなトリックめいた構成を使ってしか，われわれを，オブジェや場
面などのさまざまな結びつきによって生じる，想像力のアヴァンチュール
の世界へと，導くことができなかったところに，当時の Robbe-Grilletの
限界もあるわけである。
（大学院博士課程後期課程修了）
